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戻る目まで
三言選　　　一福島の復興と地方創生一　　浬曲譜輩画瞳

事繭輯膨込みが感要です。参加ご希望の方は裏面の参加申
込書にて¶0目星⑨圃⑳慕輩にお申し込み下さい。

(事前申込み制　定員になり次第、締め切ります)

一般市民、大学関係者、学生、行政職買、

福島県から避難している方他

プログラム

回国特別鼎談「未来を拓く開拓者たちへ復興と人づくり・地域づくりへ」
小泉進次郎氏/糸井重里氏/開沼博

00田福島の現状報告　　田圃パネルディスカッション
「福島の復興と地方創生」

漢主　催:国立大学法人福島大学、公立大学法人福島県立医科大学

漢後援(予定):文部科学省、復興庁、福島県、双葉地方町村会、

公益社団法人経済同友会他

臆協　力:国立大学法人一橋大学、奇骨療園

圏師
進次郎氏　　糸井　重里民　　　間沼　博

[重二重]一橋大学　一橋講堂
東京都千代田区-ツ橋2-1-2　学術総合センター内

東京メトロ半蔵門線、都営三田線、都営新宿線「神保町駅」
(A9出口)徒歩4分

※A8出口は、近隣ビルの工事のため平成2与年10月ら目から閉

鎖しております。お越しの際にはA9出口をご利用ください。

壁東京メトロ東西線「竹橋駅」(1b出口)徒歩4分



福島大学・福島県立医科大学/東京シンポジウム

開催日的

福島で起きている災害弱者の孤立化、復興関連死等の問題は、今後、少子高齢化社会が激化する中で日本各地に出現する諸問題と共

通性を持っています。これまで地方が内包してきた第一次産業の衰退や少子高齢化等の問題は、今後、日本各地で激化する深刻な問題で

すが、そうした諸問題が、福島では東日本大震災及び福島第一原子力発電所事故を契機に急速に表面化しました。福島の地域復興の現状

を把握し復興を進めるとともに、その復興過程で得られる経験(工夫・知恵)を、復興のみならず今後の地方復権・創生につなげ、「復興知・支

援知」として活かし発信していくことは重要であります。そのために、私たちは大震災・原発事故から何を学び何から始めなければならない

のか、市民・学生等、参加者にこの課題を提起し探究いたします。

プログラム

DVD上映　:うつくしまぶ、くしま未来支援センター活動紹介

挨拶　享諾華　麗奈纂科大学理事長兼学長

「未来を拓く開拓者たちへ復興と人づくり・地域づくり-」

掛
」i喜。　富

小泉　進次郎氏　　糸井　垂里氏　　　開沼　博
(衆議院議員・,S、たばの教育　(ほぼ日刊イトイ新聞主宰)　(FURE特任研究員)

復興応援団)

、モ

器隔

福島の現状報告

うつくしまふくしま未来支援センター報告　中田　スウラ　　FUREセンター長

福島県立医科大学報告　　　　　　　　谷川　攻一　　　福島県立医科大学副学長

FURE食・農復興支援担当報告　　　　小山　良太　　　FURE副センター長

FURE放射能汚染対策担当報告　　　　塚田　祥文　　　FURE部門長

「福島の復興と地方創生」

[モデレーター]周山川　充夫氏　帝京大学教授(福島大学名誉教授)

[パネリスト]恥青水　潔氏　　明治大学特任教授・元文部科学事務次官
圏斎藤　喜華氏　特定非営利活動法人ふくしま飛行協会理事長

日財界
」」竹之下　誠一　福島県立医科大学復興担当理事

二本多　環　　　　FUREこども・若者支援部門　特任教授

1詫言　閉会挨拶　守田スウラFUR巨センター長

※シンポジウムの妨げになる行為がある場合は、ご退場いただくことがあります。　　　　　　※FUREこうつくしまふくしま未来支援センターの略

10月20日⑰までに臆ト
FAXまたはe-mailでお申し込みください。

福島大学うつくしまふくしま未来支援センター

FAX。024-504鵜2865
mail>fu「e@adb,fukushima-u,aC,」P

氏　　　名 刹ﾎ務先・学校 

(代表者) � 

連絡先(電話番号) ��

福島大学うつくしまふくしま未来支援センタ一　丁Eし.024-与04-2865
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